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会員の皆様、
 
 
先日はエドゥアルド・サボイア駐日ブラジル大使を講師に招いて開催した
ウェビナーにご参加くださりありがとうございました。任期中ブラジルと日
本の両国間のビジネスの発展に向けてご尽力くださいましたサボイア大使に
深く感謝申し上げます。
 
在日ブラジル商工会議所はブラジルと日本の両国間のビジネスの橋渡しの役
割を担っています。パンデミック以降、新たな働き方が求められるように
なったことで、ビジネス上の課題を乗り越えるためには団結が必要不可欠と
なっています。
 
今月号ではタイヨー株式会社のマルシア・ギマランイス社長に、世代による
行動様式の変化や現在の企業価値の評価方法などについてご寄稿いただきま
した。
 
またブラジルが世界一のコーヒー輸出国となるに至った歴史や、今後ブラジ
ルで必要になると見込まれる有資格労働者数、ブラジル全国工業連盟が作成
した建築業界に関する動画についての記事も掲載しておりますので、是非ご
覧ください。
 
それではどうぞよろしくお願いします。
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(寄稿)
すべての人により良い世界を

 
タイヨー株式会社 代表取締役社長

マルシア・ギマランイス 氏

 
現在私たちは常に不安を抱えながら、急速な技術進歩や行動様式の変化の中
で、短いサイクルで物事を学び直しては再構築し続けるという生活を強いら
れています。

 
また興味深いことに、仕事や社会環境の中で幅広い世代の人々が共存するよ
うになっています。団塊の世代やX世代、Y世代（ミレニアル世代）、Z世
代、アルファ世代など時代区分や特徴の違いこそあれ、職場環境でこうした
様々な世代の人間が共存することは珍しくなく、企業にとっては彼らをまと
め世代間のコンフリクトマネジメント（対立を受け入れ問題解決を図る手
法）を実現することが課題となっています。

 
団塊の世代とは戦後の1946年から1964年のベビーブームの時代に生まれた世
代、X世代は1965年から1980年のヨーロッパ復興期の激動の時代に生まれた
世代、Y世代またはミレニアル世代は社会から「甘やかされた」世代として
知られ、Z世代とアルファ世代はインターネットとそのデジタルメディアをフ
ル活用する時代に生まれた世代です。それぞれの世代で価値観もやり方も目
標も異なっています。今や年齢だけでは世代を定義することはできず、次々
に現れる新しい物事についていけるかどうかで属する世代が決まるように
なっています。

かつては25年で一つの世代とされていました。現在では10年ごとに世代が変
わると指摘する専門家もいます。消費や社会的変化をもたらした産業革命の
時代には、何かが国民の間や個人の間に広まり、適応され普及するまでには
一定の時間を要しました。



 
今は新しいものが次々と登場し、それとほぼ同時に情報が伝わる時代です。
また適応と普及にもスピードが求められます。

 
定年の引き上げや若者の早期入社が進む中で、企業は従業員の平等化に取り
組むなどの新たな課題に直面しています。異なる考えや特性を持った様々な
世代が共に働いており、新技術や新製品が生まれるスピードや生活習慣の変
化のペースも早まっています。

 
企業価値の評価も変化しています。かつて企業は、売上高や実績、資産など
で評価されていました。いわば目に見える価値による評価でした。それが今
では企業は将来何が提供できるか、その目的、より良い社会への貢献度、人
間を守り尊重することや環境保護への取り組みなどによって評価されるよう
になっています。つまり、小規模企業から大企業まで、あらゆる企業は無形
の価値によって評価される時代になっているのです。

 
ビッグデータや人工知能（AI）、機械学習の登場で、近い将来、一部の職業
は消滅すると言われています。そのため、現在これらの職業に就いている労
働者の迅速な再雇用が必要となります。最初のパソコンが登場したときにタ
イピストの職が奪われることになると言われ、実際にそれが現実となったと
いうケースとの比較も可能だが、当時のタイピストたちには新たな現実に適
応し、再就職するために使える十分な時間はありませんでした。

 
今日では、消費者から従業員、社会、ステークホルダーまで様々な世代の
ニーズに応えることが課題となっています。

 
絶え間ない技術革新、社会・消費者行動や企業経営の変化とそのサイクルの
短期化などの影響に対応することは、現在の大きな課題です。

 
かつて企業の価値は株主や投資家のニーズに合致していました。それが今で
は、企業の価値は、消費者、従業員、社会といったステークホルダーによっ
てより決定されるようになっています。



 
現代のモデルでは、市場イメージ、ブランド、目的、ステークホルダーや環
境への影響など、企業の価値は過去の実績よりも将来的に期待されるものと
結びついているのです。

 
我々はこのような革新的力関係によって新たな概念を学び構築できるにもか
かわらず、実際には階級闘争、領土をめぐる対立、強者が弱者を支配する社
会へと後退しています。

 
暴力や武力に頼ることなく改善、創造、刷新、再建できる社会であること、
そして平和的な方法で交渉し、衝突に対処できる能力のある指導者がいるこ
とを願います。

そして様々な要求に対して適切な答えを出すことのできる、異なる利害関係
を持つ人々から成る指導者層を望みます。違いを明確にすることが、今の時
代に必要な知恵なのです。

すべての人にとってより良い世界にするという目的に向けてエモーショナ
ル・インテリジェンス（感情的知性）が活用される世界となることを願いま
す。

 
(経済） 

世界一のコーヒー輸出国ブラジル
 
ブラジルは世界一のホットコーヒー消費国であり、水出しアイスコーヒー
（コールドブリュー）も含めた消費量でも米国に次ぐ世界第2位を占めてい
ます。また世界最大のコーヒー生産国として世界の生産量の3分の1を占め、
世界一の輸出大国でもあります。2020年/2021年度の精製コーヒー豆の生産
量は4770万袋（１袋60キロ入り）でした。2021年/2022年度は、ブラジルで
アラビカ種の収穫量が多い表作に当たるため、生産量は前年比16.8%増の
5570万袋に達すると見られています。
 



 
コーヒーの詳しい歴史はこちら：https://www.gov.br/agricultura/pt-br/
assuntos/noticias/conheca-a-historia-do-cafe-no-mundo-e-como-o-brasil-se-
tornou-o-maior-produtor-e-exportador-da-bebida
 
 
出所：農牧食料供給省
 
******************************

900万人以上の労働者　2025年までに資格が必要に
 
ブラジルでは2025年までに産業界で960万人の有資格者が必要になると予想
されています。そのうち200万人は基礎研修（休眠労働者の枠や新規採用枠
に採用）の対象、760万人は継続研修の対象者となります。今後4年間に必要
な講習の79%はスキルアップを目的としたものになると見られています。ブ
ラジル産業労働観測所が発表した産業労働マップ2022−2025によると、今後
4年間にブラジル産業界では49万7000人の正規雇用が創出され、正規雇用者
は1230万人から1280万人に増加する見込みです。
 
詳細はこちら： https://noticias.portaldaindustria.com.br/noticias/trabalho/
mapa-do-trabalho-2022-2025/
 
出所：CNI
 
******************************

ブラジルの建築業界
 
建設業界は建物を造る建築、インフラ整備を行う土木、建設専門サービスに
大別されます。建築業には、住宅や商業ビル、工業建築、農業用建物、公共
建築、こうした施設の改修工事や保守サービスも含まれます。建築業界で働
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く人の数は約82万人で、この数はブラジル産業界の労働力全体の8.5%に相当
します。
動画はこちら：https://www.youtube.com/watch?v=nhNX6-YgnTc
 
出所：ブラジル全国工業連盟（CNI）

https://www.youtube.com/watch?v=nhNX6-YgnTc

